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カミノトピックス 

 

今回は千歳市泉沢の臨空工業団地に工場を構える『株式会社インターセントラル』様をご紹介します。 

本社は岩手県盛岡市に有り、１９７４年に自然対流方式電気温水暖房器（インターサーモ）の販売を開始したそう

です。現在は電気を使った蓄熱式・遠赤外線式・温水式などのパネル型の暖房器を主力に製造販売をされています。 

千歳工場は１６年前の１９９７年に建設され、翌年には増設もされていいます。 

２０１２年にはアサヒホルディング(株)のグループ会社になっています。 

従業員数は営業所・工場を合わせ１４人程だそうです。 

千歳工場では、遠赤外線を利用した「グラスヒート」と、自然対流法式の「パネルヒーター」を製造し、主に病院・

老人福祉施設・学校などの公共施設に広く使われているそうです。 

特に「パネルヒーター」はトイレに設置されているのをみなさんも目にしているのではないでしょうか。 

これらのヒーターは燃焼を伴わないので、酸欠・一酸化中毒・火災の心配が無く、騒音・臭いも無くいつも空気がク

リーンで安全な「人にやさしく、地球にもやさしい」空調システムが提供できるそうです。 

ただ室温を調整するだけではなく、自然なやわらかな暖かさを追求した「本当の快滴さ」をトータルに提案してくれ

るそうです。 

今年はとても寒い冬でしたが、このような空調システムを利用することで快適な冬を過ごすことができますし、人に

も地球にも優しいパネル式ヒーターの暖かさは身も心も暖かくなりますよね。     （談：W.F・岡田） 

 

快適な空間を提供します 

 

５／２４（金）親睦会行事で『ボウリング大会』を行いました。 

親睦会行事としても１０数年振りの開催となり、予想通りスコアーはボロボロ・・・ 

既に練習で疲れ、ゲームが始まると「三角欲しい（スペア）！ 蝶々（ストライク）が欲しい！」と言いながらも、

なかなか思うような場所へは行かない・・・。２ゲームをしましたが、昔取った杵柄で調子を上げていく人、力尽き

て調子を下げていく人と色々でしたが、皆で楽しく過ごせました。 

多くの人が翌日には、腕と太腿が筋肉痛となっており、運動不足を実感。 

  ご存知の方もいらっしゃると思いますが、紀元前７２００年のエジプトの古墳からボウリングの原形と考えられる

木製のボールとピンが発見されたという記録があるそうです。 

このボールとピンは、ロンドンの博物館に展示されているそうで、現在確認されている最古のスポーツ用具だそうで

す。既にその時代にあったとは驚きです。 

日本では１８６１年６月２２日（５月１５日）に、長崎の大浦居留地に初めてのボウリング場「インター・ナショナ

ル・ボウリング・サロン」が開設され、これを記念して６月２２日は「ボウリングの日」とされております。 

長崎市には「わが国ボウリング発祥の地」の石碑もあります。 

天候に左右されずに気軽に楽しめるスポーツです。 

皆さんも運動＆健康促進＆レクレーションにいかがでしょうか。  （談：J.R・下畝） 

 

 

久しぶりにポーズを決めて・・・ 

長崎市にある石碑 
ボウリングは国体の競技種
目でもあります 

右の写真の左の
青年は、４年前に
インターンシップ
で当社に来てい
た青年です。 
立派な社会人に
なっていました 

会社社屋 
住所：千歳市泉沢１００７番２３７ 

薄型の自然対流方式
パネルヒーター 
省スペースで自然な暖
かさがひろがります 

輻射式遠赤外線ヒーター「グ
ラスヒート」 
遠赤外線で体の芯から暖か
く空気もクリーンです 



 
 

 

   

 
 
                       
  

 

 

 

     

  

        

 

  

 

          

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は恵庭市にある『ＹＳマシナリー』様をご紹介致します。 

２０１０年７月に伊藤靖志様が代表となり設立されました。その後、２０１１年１１月に志鎌利久様が後任として

現在運営をされています。業務内容としては、ＲＩＸ株式会社様との関係で苫小牧の自動車工場などの工場内の設備

修理・設備製作・部品納品・配管設備等を主に行っています。設備製作に関しましては、協力会社の「サツコー」様

と打合せをして製作に取り組んでいます。 

作業内容としては、写真①の「ラジアントチュープ」のヒビ割れを発見するために「カラーチェックスプレー」を利

用して修理箇所を確認して（写真②）し、修理をします（写真③）。写真④と⑤は、以前に製作された「ＳＰＳパレッ

ト」になります。写真⑥と⑦は、「ＡＴＦタンク」を溶接している現場写真になります。決して商品として私たちの目

に触れることはありませんが、目に触れる物を作るためには必要不可欠な設備ですので、すべてに対して技術が問わ

れる事ばかりです。私自身にとっては別世界の職業なので、とても興味深いものがあります。 

「技術国日本」を身近に感じた取材でした。今後もより一層の発展を期待しています。      

（談：W.F・佐藤） 

 

 
 

『技術』の世界です 

２０１３年 ５月 ３１日  ＶＯＬ．９５ 

発行元：㈱カミノ 

TEL：0123-23-4255  ／  FAX：0123-24-1381

 e-mail：kamino@kamino.co.jp 

 

５月２３日～５月２６日の３泊４日で、道内各地の同業者の方々（北は稚内、南は函館、東は釧路約３０名）と台

湾へメーカーの研修旅行で行ってきました。 

初めての海外旅行で不安もありましたが、直行便に乗り約４時間で到着。現地では日本語を話せるガイドさんがい

て不安などすぐに解消。滞在中はたくさんの観光スポットに行き、台湾の歴史、街並み、料理、マッサージなどを満

喫させていただきました。中でも九份（きゅうふん。映画：「千と千尋の神隠し」のモチーフとなった街）は、天気

も良く景色も最高の中、名物烏龍茶をいただきました。その他、印象的だったのは、アイスの量の多さ。マンゴーア

イスなど３種類を食べましたが、器は日本のラーメンどんぶりくらいの大きさで、大人８名で３人前が余るくらいの

量でした。女性の方で甘い物が大好きな方は食べれるかと・・・。 

最後に豆知識、知っている方も多いと思いますが、２年前の東日本大震災で、日本へ国としての義援金が一番多かっ

たのが台湾です。日本語を話せる方も多く、日本語の問いに、なぜか「Yes！」と英語に答えてしまいました・・・。

今回、お客様のご支援のお陰で本当に良い体験をさせていただきました。これからも“お役立ち”に頑張ります。 

（談：Ｗ.Ｆ・坪井） 

 

今年も、6月 1日より「クールビズ」を実施いたします。
これからも地球温暖化防止のためには、小さなことでも
取り組んでいきたいと思っております。 
皆様には失礼のないよう心掛けてまいりますので、ご理
解のほどよろしくお願いいたします。 

写真①・・「ラジアントチュ

ーブ」修理前 

写真②・・「ラジアントチュ

ーブ」修理箇所確認 

写真③・・「ラジアントチュ

ーブ」修理完了 

会社社屋  住所：恵庭市恵南 37-1 

電話：（0123）25-5421 

写真④・・「ＰＳＰパレット」製作中 写真⑤・・「ＰＳＰパレット」完成 写真⑥・・「ＡＴＦタンク」溶接作業 写真⑦・・「ＡＴＦタンク」溶接作業 

初めての海外旅行・・・ 

フルーツいっぱい、アイスもいっぱい

お腹もいっぱいです 

←高台からの景色 

  天気も良く、絶景です 

 

九份（きゅうふん）→ 

「千と千尋の神隠し」の 

実写版を見ているようで、

レトロな趣のある町です 


